



The Factor in Coordinating of Face Color and Hair Color in the Young Women
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表3-1 測色値（マンセル値）
肌色 ヘアカラー
被験者 Hue Value Chroma Hue Value Chroma
1 5.32YR 6.20 3.69 5.91YR 2.27 1.54 
2 4.04YR 5.89 3.66 5.55YR 2.02 0.59 
3 1.83YR 6.23 3.73 5.50YR 2.67 2.63 
4 4.84YR 6.33 3.46 6.55YR 2.16 1.48 
5 5.61YR 6.06 3.51 4.03YR 1.60 0.57 
6 3.84YR 5.96 3.46 6.19YR 1.65 0.79 
7 6.15YR 6.43 3.28 4.74YR 1.91 1.09 
8 4.62YR 5.90 3.81 2.64YR 1.74 1.77 
9 4.73YR 6.30 3.35 7.27YR 1.70 0.94 
10 4.05YR 6.13 3.52 6.55YR 1.96 1.52 
11 5.04YR 6.01 3.20 6.34YR 1.78 0.16 
12 4.87YR 6.18 3.61 5.62YR 2.22 1.71 
13 3.62YR 6.00 3.50 5.74YR 2.07 1.49 
14 4.78YR 6.09 3.63 5.57YR 2.15 1.60 
15 5.29YR 6.31 3.80 5.30YR 1.85 0.92 
16 4.91YR 6.29 3.24 5.14YR 1.91 1.15 
17 4.43YR 5.95 3.24 6.07YR 2.14 1.91 
18 4.58YR 6.41 3.34 6.29YR 2.29 1.61 
19 3.84YR 6.30 3.42 5.40YR 2.46 1.86 
20 3.54YR 6.22 3.37 6.49YR 2.72 2.74 
21 5.48YR 5.92 3.14 5.96YR 1.83 1.15 
22 4.03YR 6.35 3.21 6.90YR 2.30 1.77 
23 3.71YR 5.97 3.16 5.67YR 1.94 0.86 
24 4.90YR 6.30 3.14 4.62YR 2.28 1.95 
25 4.63YR 6.07 3.48 5.02YR 1.91 1.13 
26 5.48YR 6.34 3.61 7.07YR 2.24 1.62 
27 4.90YR 6.10 3.62 5.97YR 2.30 1.90 
28 4.25YR 5.94 3.13 6.94YR 1.65 0.41 
29 5.04YR 6.27 3.15 5.90YR 2.05 1.42 
30 4.67YR 5.76 3.43 5.42YR 1.89 0.49 
31 4.45YR 5.56 3.36 6.79YR 2.15 1.63 
32 4.52YR 6.27 3.16 5.36YR 1.83 0.77 
33 3.88YR 6.08 2.86 6.00YR 2.10 1.66 
34 4.78YR 5.79 3.46 6.55YR 1.94 1.28 
35 3.68YR 6.22 2.91 7.06YR 2.22 1.66 
36 4.66YR 6.54 2.92 5.80YR 2.05 1.42 
37 4.30YR 5.74 3.69 5.17YR 1.97 1.31 
38 5.37YR 6.25 3.64 6.17YR 2.22 1.77 
39 4.49YR 6.44 3.60 6.07YR 1.98 1.12 
40 5.11YR 6.52 2.97 7.29YR 2.55 2.25 
41 5.62YR 6.15 3.28 6.78YR 1.68 1.13 
42 4.20YR 6.11 3.57 6.38YR 2.31 2.15 
43 2.91YR 6.36 3.40 6.39YR 2.14 1.43 
44 5.79YR 5.83 3.78 5.76YR 1.98 1.16 
45 4.67YR 6.17 3.29 6.92YR 2.07 0.93 
46 4.68YR 6.10 2.96 7.33YR 2.36 1.68 
47 4.92YR 6.24 3.24 5.67YR 1.72 0.71 
48 6.02YR 6.15 3.38 6.27YR 2.18 1.63 
49 5.00YR 6.35 3.21 6.76YR 2.38 2.27 
50 4.39YR 6.15 3.47 6.30YR 2.04 1.06 



















被験者 Hue Value Chroma Hue Value Chroma
51 6.65YR 6.28 3.41 6.18YR 1.96 0.79 
52 3.95YR 6.57 2.76 8.06YR 1.65 0.29 
53 3.31YR 6.54 3.09 5.32YR 1.85 0.48 
54 3.43YR 6.06 3.64 6.74YR 1.92 1.24 
55 4.81YR 6.32 3.51 7.37YR 1.65 0.77 
56 5.07YR 6.03 3.73 7.21YR 2.29 2.01 
57 4.99YR 6.27 3.38 7.17YR 2.34 1.74 
58 6.10YR 5.59 3.67 8.26YR 1.72 0.19 
59 5.38YR 5.95 3.35 6.20YR 1.80 0.84 
60 3.60YR 5.79 3.51 6.65YR 1.90 1.10 
61 4.71YR 6.36 3.04 6.18YR 2.22 1.49 
62 5.01YR 5.63 3.36 6.43YR 2.06 1.41 
63 4.08YR 5.97 3.33 6.29YR 2.13 1.29 
64 5.50YR 6.24 2.79 6.63YR 2.33 2.08 
65 4.73YR 5.68 3.22 6.21YR 2.10 1.81 
66 4.92YR 6.00 3.55 6.08YR 2.13 1.69 
67 3.01YR 6.07 3.22 3.69YR 1.74 0.70 
68 5.22YR 6.14 3.15 6.95YR 2.38 2.09 
69 2.93YR 6.21 3.15 9.11YR 2.46 1.02 
70 4.45YR 5.95 3.70 5.70YR 1.80 0.97 
71 3.74YR 6.04 3.43 6.40YR 2.17 1.49 
72 4.03YR 6.12 3.53 7.76YR 1.66 0.99 
73 4.89YR 6.35 3.24 7.01YR 2.52 2.08 
74 5.15YR 5.91 3.87 7.00YR 2.22 1.52 
75 2.60YR 6.05 3.47 7.45YR 2.30 1.88 
76 5.67YR 5.94 3.31 5.84YR 1.87 0.85 
77 4.05YR 6.80 3.07 3.76YR 1.72 0.33 
78 4.32YR 6.03 3.66 5.38YR 1.82 0.74 
79 4.67YR 5.90 3.17 5.28YR 1.97 1.05 
80 2.95YR 6.59 3.27 6.67YR 2.10 1.24 
平均 4.55YR 6.14 3.37 6.30YR 2.05 1.32 
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図6 形容詞対別平均官能量











































形容詞対 Factor1 Factor2 共通性
好きな－嫌いな 0.962 0.193 0.963 
やさしい－きつい 0.953 -0.188 0.944 
調和した－不調和な 0.889 -0.258 0.857 
大人っぽい－子供っぽい 0.866 -0.355 0.875 
上品な－下品な 0.861 -0.455 0.948 
軽い－重い 0.030 0.977 0.955 
派手な－地味な -0.261 0.954 0.978 
個性的な－平凡な -0.592 0.739 0.896 
寄与率 68.64 24.07 92.71 
回転法：Kaiserの正規化を伴わないバリマックス法
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ぽい」「上品な－下品な」の5形容詞対であり，
すべて0.85以上の高い値を示している．これ
ら5形容詞対を総合的に判断すると，評価の
因子をもつ形容詞対と考えることができる．
第2因子で高い負荷量を示したのは「軽い－
重い」「派手な－地味な」「個性的な－平凡な」
の3形容詞対であり，これらを総合的に考え
ると活動性の因子をもつ形容詞対であるとい
える．
 次に，これら2因子に肌色あるいはヘアカ
ラーのどのような要因が関与するかを検討す
るために，因子得点を算出し，図7にプロッ
トした．第1因子のプラスで最も高い得点を
示したのは o8のオークルの肌色にベリーブ
ライトルビーの試料であり，次いでナチュラルの肌色にライトブロンドの試料，ナチュラルの
肌色にベリーブライトルビーの試料，ピンクの肌色にベリーブライトルビーの試料と続いてい
る．これらプラスで高い得点の試料の多くはベリーブライトルビーのヘアカラーとの組み合わ
せが多いが，他の肌色はヘアカラーにばらつきがあり，コーディネートによって評価が異なる
といえる．しかし，プラスの得点にはダークオークルは全く出現していない．逆に，マイナス
で最も高い得点を示した試料は d7のダークオークルの肌色にベリーブライトカッパー，次い
で d9の同じくダークオークルの肌色にベリーブライトゴールドブロンドのヘア，ダークオー
クルの肌色にライトブロンドのヘアが続いている．マイナスの高い得点を示した9種の試料は
いずれもダークオークルの肌色の試料であり，評価の因子には，ダークオークルの肌色がマイ
ナスに関与すると考えられ，ヘアカラーより肌色の要因が大きいことが明らかになった．
 第2因子のプラスに最も高い得点を示したのは，o7のオークルの肌色にベリーブライトカッ
パーであり，次いで p7のピンク系の肌色にベリーブライトカッパー，n7ナチュラル系の肌色
にベリーブライトカッパー，理想的な肌色にベリーブライトカッパーのヘアカラーと何れもヘ
アカラーにベリーブライトカッパーが組み合わされている．また，9のベリーブライトゴール
ドブロンドもプラスで高い得点を示しており，両ヘアカラーは9色の中では特に明るい色彩で
あるといえる．逆に，第2因子のマイナスで最も高い得点を示した試料は o4のオークル系の肌
色にベリーブライトマットブロンドであり，次いで n3のナチュラルの肌色にナチュラルブラッ
クのヘア，o3のオークル系の肌色にナチュラルブラックと続いており，3のナチュラルブラッ
クと4のベリーブライトマットブロンドが集中しているといえる．これらのヘアカラーは他の
色彩に比べて暗く，第2因子には明度の影響が強いことが明らかになった．
 職場でのヘアカラーに対する指導は，企業が従業員に求めるイメージによっても異なるが，
評価の因子が高いことが望まれると思われる．今回の研究から，評価の因子をもつイメージに
ついてはヘアカラーより肌色の方が大きく影響し，明るい肌色は評価が高く，暗い肌色は評価
が低いことが明らかになった．また，ヘアカラーについてはマンセル Valueが3.0以上になると
評価が低くなり，色相については全体的に黄系より赤系の方が高い評価を得ることも判明した．
図7 因子得点散布図
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要  約
 肌色とへアカラーの審美性に関わるコーディネート要因を探るために，若い女性を対象に肌
色およびヘアカラーの測色を行い，現状を把握するとともに，肌色とヘアカラーのコーディネー
トモデルを作成し，視覚評価を行ったところ以下のようなことが判明した． 
1. 80名の被験者の肌色とヘアカラーの測色を行った結果，肌色ついては日本色研事業株式会社
の「肌色カラー・カード15色」に比べ，色相，彩度はほぼ一致しているが，明度は本被験者
の方が低かった．ヘアカラーについては色相，明度は比較的集中しているが，彩度に被験者
間の差が見られた．
2. 官能検査による視覚イメージについて「派手な－地味な」「軽い－重い」はヘアカラーによっ
て大きく分かれ，「上品な－下品な」「個性的な－平凡な」は肌色によってイメージがかなり
異なった．
3. 視覚評価における因子分析の結果、評価と活動性の2因子が抽出された．これらの因子に関
与する要因を探るために因子得点を算出したところ，評価の因子には肌色の明度が大きく影
響しているのに対し，活動性の因子にはヘアカラーが大きく影響し，中でも明度の影響が強
いことが判明した．
 最後に本研究にご協力いただいた学生諸姉に感謝の意を表します．
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